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研究では、各FP 元素について示差熱天秤（TG-DTA）および X 線回折（XRD）によりフッ化挙動を評価した。
また、実条件を想定して元素の混合系において、準工学規模の試験装置を用いてフッ化挙動を評価した。その後、
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研究では、各FP 元素について示差熱天秤（TG-DTA）および X 線回折（XRD）によりフッ化挙動を評価した。
また、実条件を想定して元素の混合系において、準工学規模の試験装置を用いてフッ化挙動を評価した。その後、
両実験の結果を比較検討することで、フッ化物揮発再処理プロセスにおけるFP元素のフッ化挙動を検討した。 

















































Sb は固体として回収された。Rb、Zr については、フレーム炉の内壁から比較的多く回収された。RbF および
ZrF4はフレームおよびその近傍の温度では比較的高い蒸気圧を持つため、一時的にフッ化揮発し、その後フレー
ム炉の内壁で凝縮したと考えられる。以上のように、模擬使用済燃料のフッ化実験では、フッ化揮発して UF6







を明らかにした。模擬使用済燃料のフッ化実験では 700℃以上でフッ化反応が起こっているため、各 FP 元素は
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を明らかにした。模擬使用済燃料のフッ化実験では 700℃以上でフッ化反応が起こっているため、各 FP 元素は
フッ素と反応し、第 3 章に示した化合物にフッ化されていると考えられる。すなわち、フッ化揮発した FP は
NbF5、MoF6、RuF5、TeF6 であると考えられ、残留物回収槽および金属メッシュフィルタの温度である 150℃
では平衡蒸気圧の観点からこれらは全量が揮発すると評価されるため、両実験の結果が整合した。一方、固体と
して回収された元素のRb（Cs と同じアルカリ金属）、Sr、Nd、Ce（Nd と同じ希土類）、Zr についても、フッ
化反応の生成物であるRbF、SrF2、NdF3、CeF3、ZrF4は150℃では固体であるため、両実験の結果が整合した。
以上のように、各 FP 元素のフッ化挙動を用いて、混合系のフッ化実験の結果を予測できることが示された。な
お、Sb については、SbF5となって揮発して気体として回収されると予測されたが、模擬使用済燃料のフッ化実
験では固体として回収された。これは、フッ化によって生成した SbF5 が、アルカリ金属やアルカリ土類金属の
フッ化物と錯体を生成したか、酸素と反応してオキシフッ化物を生成したためと考えられる。 
第６章には本論文の結言を示した。第1章から第5章に記載の内容に基づいて、フッ化物揮発再処理プロセス
におけるFP元素のフッ化挙動をまとめた。 
総じて、本研究では、フッ素雰囲気における各FP元素のTG-DTA実験と模擬使用済燃料のフレーム炉フッ化
実験により、フッ化物揮発再処理プロセスにおけるFP元素のフッ化挙動を明らかにした。 
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